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背景とねらい： 
タバコカスミカメは、トマトの害虫であるタバココナジラミの有力な天敵です。天敵

温存植物を圃場に植えることでタバコカスミカメを増殖させることができますが、害虫

のいるトマトへ移動させることは困難でした。そこで、タバコカスミカメが紫色光に強

く誘引される性質を利用して、トマト上へ効率的に移動させる「誘引装置」、および天

敵温存植物を植えたハウス内でタバコカスミカメを効率的に回収する「捕集装置」を開

発しました。 

 
特長と効果： 
紫色 LEDによる天敵誘引装置の効果を、茨城県つくば市および徳島県名西郡石井町で

評価しました。ソーラー発電による「ポータブル型」誘引装置は、昼間に蓄電した電力

を用いて日没後に点灯します（図１左）。光照射区（10mハウス）では、照射翌日には

タバコカスミカメがトマト上に移動を開始し、照射から１ヶ月後には、タバコカスミカ

メのトマト上の密度は慣行区の約 8倍に達しました（図１右）。家庭用 AC100V電源が

利用可能な「常設型」誘引装置では、より大きな光量が得られます（図２左）。光照射

区（20mハウス）では、タバコカスミカメのトマト上への移動拡散が促進されました

（図２右）。これらの誘引装置を用いると、タバコカスミカメがトマト上で害虫を待ち

伏せし、害虫が低密度の時から捕食するため防除効果が高まります。 

また、天敵捕集装置は、天敵温存植物を植えたハウスで増殖したタバコカスミカメ

を、迅速かつ効率的に捕集するものです（図３左、高知県内での設置例）。２つの筐体

を上下に分離するスリット板を差し込んで、捕集したタバコカスミカメを容易に回収す

ることができます(図３右)。 

図１ タバコカスミカメ誘引装置（ポータブル型、株式会社シグレイ） 

 

図２ タバコカスミカメ誘引装置（常設型、株式会社ネイブル） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図３ タバコカスミカメ捕集装置（株式会社ネイブル） 

 

社会実装の対象と可能性： 

「化学合成殺虫剤を半減する新たなトマト地上部病害虫防除体系マニュアル―個別技

術集―」では、紫色照射の原理となるタバコカスミカメの行動特性や、紫色 LEDを搭載

した天敵誘引装置、捕集装置導入に際しての留意点などの技術情報を紹介しており、ト

マト施設栽培だけでなく、さまざまな栽培体系への応用が期待できます。 
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